
プロジェクトの概要
50%を超える高齢化率と人口急減に直面する高知県室戸市を

舞台に、 「デジタル治療薬」開発を突破口とした新しい産学官
共創システム「SAWACHIパーク」を展開する。高知大学を中心と
した「地域アカデミアの知」と、HealthTech系スタートアップなど「失敗
を恐れない挑戦者」が、皿鉢の大皿に盛られた料理のごとく
SAWACHIパー ク に会し 、 「 地域の健康生活の実現 」 と
「HealthTech産業の集積による地域の活性化」の両立を目指す。
この実現に向け、以下の3点をターゲットに設定し、産学官共創に

よる社会実装に向けた研究開発を実施する。
1) 地域レジリエントなプライマリケア・エコシステムの構築
2) 新しいヘルスケア・低侵襲検診システムの実現
3) 流行の兆しを掴む感染症警戒システムの構築
本拠点の取り組みを通じて、「世界一健康づくりの楽しいまち」と

なる室戸市にHealthTech企業を集積するなど、「学び続け、働き
続けられる」地域の形成を目指す。また、豊かな観光資源などと
連携したヘルスケア・ツーリズムにより、交流人口や関係人口を増加
させ、定住人口の増加につなげる。

拠点名称：SAWACHI型健康社会共創拠点
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共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）【地域共創分野】

FS課題

ターゲット 地域レジリエントな
プライマリケア・
エコシステムの構築

新しいヘルスケア・
低侵襲検診システ
ムの実現

流行の兆しを掴む
感染症警戒
システムの構築

地域レジリエントな
医療・ヘルスケアPLR
基盤の構築

VRデジタル治療薬の
創成

光線治療技術を用いた
スクリーニング・診断・
治療のシステム開発

変異体にも即応可能な
超高感度迅速検出技術

疾病特異的糖鎖認識抗
体様分子等を用いた新
規診断手法の開発

環境配慮型「メディシナ
ルプラスチック」新部材
の社会実装

ビジョン:

デジタル治療薬×室戸 → SAWACHIパーク
― 「知」が隆起するまち

地域の課題

• 限られた医療リソース
でも、いつまでも健康
に過ごせる

• 子育て支援が充実し、
子どもの声があふれて
いる

• 世界の知を結集して、
高齢化先進地の課題解
決に貢献する

10年後の未来の
ありたい地域の社会像

研究開発課題

地域の豊かな自然環境や人間関係の良さ、

落ち着いた雰囲気が気に入っているが、

住み続けたいけど住み続けられない
• 人口の急減: 32,878人 (1955) → 12,499人

(2021.5.31), 高齢化率51.2%
• 医療機関や福祉施設が不足している
• 皆が楽しめるイベントや交流施設がない
• 教育・仕事の選択肢が少ない

世界一健康づくりの楽しいまち
室戸をHealthTechの世界拠点に!
• 「ヘルスケア・ツーリズ

ム」で、遊びに来るた
び健康データがたまる
→ ワーケーション
→ 定住の地

• 地域で学び続け、働き
続けられる
→ 生涯暮らせる地


